
　
平
成
30
年
あ
き
る
野
市
議
会
第
１

回
定
例
会
３
月
定
例
会
議
に
お
い

て
、
私
市
豊
教
育
長
が
発
表
し
た
教

育
方
針
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

︵
原
文
を
基
に
掲
載
︶
。

　
現
在
、
国
や
東
京
都
で
教
員
の
働

き
方
改
革
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
あ
き
る
野
市
教
育
委

員
会
に
お
い
て
も
、
教
員
一
人
一
人

が
し
っ
か
り
と
児
童
・
生
徒
と
向
き

合
い
、
専
門
性
を
有
効
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
東
京
都
教
育
委
員
会
が
示

す
﹁
教
員
の
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
﹂

を
参
考
に
、
平
成
30
年
度
、
本
市
の

教
員
の
働
き
方
改
革
に
向
け
た
計
画

を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
教
員
が
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と

で
、
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い

る
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
教
員
の
働
き
方
を
改
め
る
に
は
、

家
庭
や
地
域
の
理
解
や
協
力
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
、
新
た
な
視

点
で
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携

し
て
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
度

も
引
き
続
き
、
教
育
目
標
で
あ
り
ま

す
﹁
人
が
育
ち
　
人
が
輝
く
　
あ
き

る
野
の
教
育
﹂
の
実
現
を
目
指
し
、

一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
﹁
特
別
支

援
教
育
﹂
の
考
え
方
の
下
に
、
学
力

向
上
対
策
の
強
化
、
い
じ
め
不
登
校

ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
、
特
別
支
援
教
育
の

推
進
、
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
、
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
、
そ
し
て
青
少
年
の

健
全
育
成
の
推
進
の
６
項
目
を
重
点

施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
学
齢
期
に
学
校
で
学
ぶ
こ
と
は
、

学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
児
童
・
生
徒
が
集
団
生
活
の
中

で
、
他
者
と
の
関
わ
り
や
様
々
な
経

　
子
ど
も
た
ち
が
、
自
己
の
将
来
に

夢
や
希
望
を
持
ち
、
自
ら
の
力
で
選

択
し
社
会
的
自
立
を
す
る
た
め
に

は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
て
課
題
解
決
す
る
た
め
に
必

要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な

ど
の
能
力
や
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
、
昨
年

度
か
ら
市
独
自
の
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
、
外
部
人
材
を
活
用
し
、

き
め
細
か
な
指
導
を
実
践
す
る
﹁
学

力
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
事
業
﹂
を
、
全

小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
小
学
校
英
語
の
平
成
32
年

度
教
科
化
、
中
学
校
英
語
の
４
技
能

の
１
つ
で
あ
る
﹁
話
す
こ
と
﹂
に
つ

い
て
、
将
来
の
都
立
高
等
学
校
入
試

へ
の
導
入
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

Ａ
Ｅ
Ｔ
の
確
保
や
教
員
の
専
門
性
向

上
を
図
り
、
教
育
の
質
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事

業
な
ど
、
市
長
部
局
と
連
携
し
た
事

業
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

験
を
通
し
て
、
自
他
の
存
在
を
理
解

し
、
尊
重
す
る
こ
と
で
、
社
会
性
や

人
間
性
が
豊
か
に
成
長
す
る
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
心
と
体
が
大
き
く

成
長
し
ま
す
が
、
そ
の
過
程
に
お
い

て
心
と
体
が
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
不

適
行
為
や
学
校
不
適
応
を
示
す
児

童
・
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
お
り
ま
す
。

い
じ
め
や
不
登
校
と
い
っ
た
課
題
は
、

児
童
・
生
徒
が
関
わ
る
多
様
な
環
境

に
お
け
る
人
間
関
係
な
ど
、
様
々
な

要
因
に
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
も

﹁
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
﹂
を
踏
ま

え
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係

機
関
が
連
携
を
密
に
し
た
未
然
防

止
、
早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
に
重

点
を
置
い
た
組
織
的
な
対
応
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
１
月
か
ら
配
置
し
ま
し

た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
多
さ
か
ら

人
員
と
時
間
を
大
幅
に
増
や
し
、
い

じ
め
や
不
登
校
、
そ
の
他
児
童
・
生

徒
の
豊
か
な
成
長
を
阻
害
す
る
様
々

な
課
題
等
に
つ
い
て
、
専
門
性
を
生

か
し
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
児
童
・
生

徒
に
対
し
ま
し
て
は
、
学
校
か
ら
の

働
き
か
け
や
適
応
指
導
教
室
、
通
称

せ
せ
ら
ぎ
教
室
の
活
用
な
ど
、
個
々

の
事
案
に
応
じ
、
丁
寧
に
対
応
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
去
る
１
月
26
日
に
市
長
と
教
育
委

員
に
よ
る
総
合
教
育
会
議
を
開
催

し
、
﹁
多
様
化
す
る
教
育
課
題
に
対

す
る
体
制
づ
く
り
﹂
を
テ
ー
マ
に
協

議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
せ

せ
ら
ぎ
教
室
に
通
う
児
童
・
生
徒
の

増
加
や
教
育
相
談
所
、
教
職
員
研
修

セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
多
様
化
な
ど
の

課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
市
長
部
局
と
連
携

し
、
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
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度

教
育
方
針

　市内に移り住み

30年以上が経つ。

独自の感性と発想

で造形、人形など

数多くの作品を手

掛けている。特に

人体の曲線美を表

現した木彫作品が

多く、「プリンプ

リン物語」の人形

制作者としても知られ、人形の関節には

球体を入れるなど、独自の発想と技術を

持っている。また、地域の木材で作られ

た「ZiZi（ジィージィー）」は、武蔵五日

市駅から「深沢小さな美術館」までの道

しるべとして訪れた人の目を楽しませて

いる。

〇深沢小さな美術館［深沢４９２、☎５

　９５－０３３６、午前10時から午後５

　時まで、水曜・木曜日は定休（12月か

　ら３月までは閉館）］

木彫美術の匠
友永詔三さん

（ともながあきみつ　73 歳）

　食文化が変化し

始めた昭和34年、

食肉の需要が高ま

ることを予見し、

18歳のときに１頭

の牛から肥育を始

めた。竹内牧場で

20か月以上育てら

れた黒毛和種で、

肉の格付規格がＡ４・５規格のものを

「秋川牛」と言い、あきる野の大地に磨

かれた水をたくさん飲む牛は、あきる野

の自然に育てられていると言える。肉の

品質は、牛にとって快適な衛生環境への

配慮から生まれ、常に健康状態などに細

心の注意が払われ、１頭１頭大切に育て

られている。

〇竹内牧場（菅生１４６０、☎５５８−

　７４５４）

秋川牛の匠
竹内孝司さん

（たけうちたかし　77歳）

　昭和12年の創業

以来、先代からの

和菓子造りの技を

承継する。「酒饅

頭」の酵母の発酵

具合、あんこを作

る時の水分量や煮

上げる時間、加え

る 砂 糖 の 量 な ど

は、気温によって変わるため、長年の経

験による判断が必要である。昔から地域

で使われていた言葉（「お茶ぞっぺ」

「おこじゅう」「二宮おごり」など）

や、地元産の食材を和菓子に使用するこ

とで、地域との結びつき、歴史・文化を

後世に残したいというこだわりがある。

〇中島屋（二宮１２６１、☎５５８−０

　２７７、午前８時30分から午後７時ま

　で、木曜日は定休）

和菓子造りの匠
石川和助さん

（いしかわわすけ　80歳）

あきる野の匠の紹介
問合せ
観光まちづくり推進課
秋川渓谷観光係
（☎５９５－１１３５）

問合せ
観光まちづくり推進課
秋川渓谷観光係
（☎５９５－１１３５）

３
面
に
つ
づ
く


